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大により過大な揚水を行い，チ|二戸の寿命を縮めている傾向がみられる。地層の形成が新第三紀中

新世でかなりの続成作用をうけており ，透水係数も 10-
4cm/s台と小さい値を示している。 1井

当り 100-200m
3
/d程度の範囲で揚水し， 帯水層を大事』こいたわりながら利用 していくのが，将

来末長く地下水利用を可能にする道である。
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18.下北半島

(1) 地形・地質

(松岡功〉

本州最北端に位置する下北半島は，北は津軽海峡，西は平館海峡にそれぞれ面し，荷は陸奥湾

をとり囲んでいる。半島の中央部には，田名部を中心とする低地帯があり，その西部に東北地方

の脊梁山脈から続く隆起帯や恐山火山などの山地が広がり，また東部の半島の頚頭には比較的な

だらかな丘陵地が広がる。

下北西部のうち，その西半は大部分が標高 400-600m の起伏の多い山地であり ，東半は那須

火山帯に属する恐山火山である。恐山は，円山 (806m)，大蓋山(827m)，小蓋 山 (513m)，扉風

山 (580m)などを外輪山とするカノレデラで，中央部にはカノレデラ湖(字舎利山湖〉 が存在する。 一

方，下北東部は大部分が標高 100-300m の丘陵地で，吹越鳥l帽子 (507m)，金津山 (520m)，石

川台 (339m)，桑畑山 (400m)などが中央の脊梁部を形成している。 下北東部の山地は北上，阿

武隈山地帯に，下北西部は奥羽脊梁山脈帯にそれぞれ属 し，田名部低地は陸奥湾東半とと もに北

表2-2-29 下北半島地質層序表
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上川一阿武隈川低地帯の延長上にあるとみることができる (2)。

先第三紀の地層は下北半島西部大作山周辺から福浦，長後にかけての一帯や下北半島北東端尻

屋崎付近などに分布する。

新第三紀層は下北西部の西半部や下北東部のほぼ全域を占めている。下北西部の西半部は大部

分が中新世の緑色凝灰岩である。下北東部は吹越烏帽子，金津山，石川台にかけての脊梁部が泊

安山岩質集塊岩からなり，これから西に向かつて順次中新世の猿ケ森層(今泉，1949)や鮮新世の

砂子又層(桑野，1958)などの新しい地層が分布する。砂子又層は下北東部の陸奥湾周辺部や田名

部低地の地下に広範囲に分布する。凝灰質砂岩を主体とし磯岩や シノレト岩を挟在する。ただし，

岩相の変化が著しく ，野牛細粒砂岩部層など岩相の特徴に応じて細分されている。

第四紀層は，恐山火山噴出物，田名部層(桑野，1956) ，段丘唯積物，砂丘砂，沖積層などであ

る。恐山火山噴出物は下北西部の東半部の恐山山麓に広く分布し， 凝灰岩や凝灰角喋岩からなる。

田名部層は田名部低地を中心にかなり広範囲に分布している。 岩相の変化が著しく，砂岩，泥岩，

。
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図2-2-83 下北半島水文地質図
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(地質図は半沢 ・北村 ・中JIIほか(5)を簡略化。井戸は東北農政局資料に基づく)
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砂泥互層，砂磯層などからなり，基盤および砂子又層を覆って，海岸方向にきわめて緩い傾斜で

堆積している。田名部低地の西部では，恐山火山噴出物の軽石流堆積物や火山灰を挟んでいる。

下北半島に分布する段丘は，中川(2)によれば，最高位，高位，中位および低位の 4段に区分され

ている。田名部低地帯から野辺地湾南東岸にかけては，田名部段丘(中位段丘〕が連続的に分布し

てい る。 田名部低地東方の斗南ケ丘付近では， 標高 20~30 m のかなり広い平坦商があり ，上七高

差 1O~ 20 m の急崖で低地と境されている。段丘構成層は磯，砂，粘土および火山灰などでその

厚さはおおむね 5m未満(2)(3)ω である。砂丘砂は下北東部の太平洋沿岸に顕著な発達がみられ

る。 沖積層は， 田名部{民地に比較的広範囲にみられる以外はあまり発達していない。閏名部低地

では，泥炭，粘土，磯まじり埴土，砂土などである。下北東部の表層部は火山灰が広く理ってお

り，近)11-南通付近から南は十和田，八甲田火山群起源で、あり ，近川以北は恐山に由来する もの

である (210

(2) 地 下水

下北半島における主な帯水層は砂子又j冒，恐山火山噴出物および田名部層 である。とくに砂

子又眉はきわめて良好な帯水層で，被圧地下水が得られる。 下北半島における深井戸の分布は，

田名部低地帯と下北東部の陸奥湾沿岸部に集中しており，砂子又層の分布域とよく符合している

(図2-2-83)。主な帯水層のうち，砂子又層以外は一般に浅層の不圧地下水である。新第三紀層の

うち，砂子又層より古い地層や先第三紀の地層は，その岩相などから不透水性基盤とみなせそう

である。

砂子又層の層相変化〈図2-2-84)は，南部の吹越，横浜付近と北部の尻屋崎付近では砂相が優

勢で，粘土やシノレ ト相をあまり含まない。中部の近川， 奥内，金谷沢付近では，表層部に厚さ30

~100m のシノレト相がある。 地下水は大部分が深さ 50 ~150 m で耳元水されてい る。 比湧出孟は

一般に 100m3/d/m 未満である。金谷沢，近川， 大豆沢などでは，100~ 500 m3/d/m の井戸もみ

られる。 中部の奥内， 金谷沢付近では，自噴井が多くみられ，表周のシノレト相の分布域とよく符

合している。砂子又届の透水係数は 2~ 5 X 10-3 cm/s程度である。

田名部低地では， おおむね地下 50 ~100 m と 150m以深で砂相や砂陳相が，また， 50 m 以浅

では貝化石の多いシノレト相が優勢である (図2-2-84)。また，西側の恐山に近づくにつれて，火山

灰や浮石を多く挟むよう にな る。 地下水は主として 50 ~100 m および 150m 以深の砂相および

砂礁相部から取水されており ，ほとんどが自噴する。 比湧出量は一般 に 100~ 500 m3/d/mであ

るが，低地の中央部では 500m3/d/m を超える井戸も多い。田名部低地下には，このほか 30~50

m付近にも被圧地下水があり ，田名部層の地下水と考えられているω。田名部層 中の地下水は

一般には不圧地下水で，その水位は斗南ケ丘で 10~20 m程度(めである。

恐山火山噴出物は比較的良好な帯水層で， 山麓斜面では自噴しないが，山麓末端部では自l噴井

もみられる。 比湧出量は大部分が 100m3/d/m 未満である。

〈宮北順一〉
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新第三紀の硬竪な火砕岩類で

津軽半島

(1) 地形・地質

津軽半島は地形的に出羽丘陵の北部延長に当る。山地の多くは，

19. 


